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【迅速審査】

番号 議題
R07-008

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R07-009

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

耳鼻咽喉科　部長　脇坂　尚宏

　研究期間延長にかかる変更申請。

精神看護学実習における学生の患者との関係性が発展するプロセスに関する考察

看護学校　教員　松井　ねむ

　精神看護学実習を通して、学生の精神疾患を抱える患者に対するイメージの改善
や学生と患者間の関係性の発展がみられる。その要因について、学生の意識・思
考・気づきなどを整理し、関係性発展のプロセスを調査することで実習指導に活か
すことを目的とする。

難聴の遺伝子解析と臨床応用に関する研究
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【簡易審査】
番号 議題
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説明者
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判定結果 承認

番号 議題
R07-011

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R07-012

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

　介入すべき特定妊産婦への産後訪問での介入が３割程度であることの要因分析、
産後訪問導入後の訪問時のケアや指導内容が適切であるかを振り返り、訪問をして
いない対象の背景と比較検討し、必要な対象に必要な介入方法を選択できているか
の検討を目的とする。

リハビリテーション科　理学療法士　守澤　心喜

　超高齢心不全患者の離床には急性期離床プログラムを使用することが妥当かを検
討することを目的とする。

A病院における特定妊婦への産後介入に関する検討　～助産師産後訪問を開始して～

中５病棟　助産師　高嶋　八知世

当科における静脈内鎮静法下歯科診療の身体拘束最小化プロジェクト　～患者と医
療者において意義ある身体拘束を目指して～

歯科口腔外科　歯科衛生士　島田　真菜美

　静脈内鎮静法下歯科診療を行った患者の身体拘束に関する要因を調査すること
で、過度な身体拘束の回避を目指すことを目的とする。

超高齢心不全患者においての心不全急性期離床プログラムの有用性について



2025.5（簡易審査）

番号 議題
R07-013

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R07-014

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

心臓血管外科　外科系診療部長　松本　康

　急性大動脈解離に対するpre-emptiveTEVARは、低侵襲性と瘤化予防効果から一定
の評価を得ているが、ほとんどTube graftによるentry閉鎖手技が行わている。その
発想を転換し、開窓型stent graft,Najutaによるpre-emptiveTEVARの実施による有
用性を報告する。

副看護師長の働きがいのある職場を創るための取り組み　～副看護師長会で「みん
なで語ろう会」を開催して～

東３病棟　副看護師長　谷保　和美

　中間管理職として課題を抱える副看護師長に対し、お互いに安心して語れる場を
設けて肯定的な意見交換を行うことが、横の繋がりの強化やモチベーションの向上
に与える影響を明らかにすることを目的とする。

急性B型大動脈解離pre-emptiveTEVARにおける発想転換としてのNajutaの応用


